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SVMでBranchCacheを無効または有効にする

CIFSサーバでBranchCacheを無効または再度有効にした場合
の動作

BranchCache を設定したあとに、ブランチオフィスのクライアントがキャッシュされた
コンテンツを使用できないようにするには、 CIFS サーバでキャッシュを無効にしま
す。BranchCache を無効にするときは、それを実行した場合の動作について理解してお
く必要があります

BranchCache を無効にすると、 ONTAP によるハッシュの計算や要求元クライアントへのメタデータの送信
が行われなくなります。ただし、ファイルアクセスは中断されません。以降に、 BranchCache 対応クライア
ント ONTAP からアクセスするコンテンツのメタデータ情報を要求すると、 Microsoft のエラーが返されま
す。この場合は、クライアントでもう一度要求を送信して、実際のコンテンツを要求します。これに対する応
答として、CIFSサーバからStorage Virtual Machine（SVM）に格納されている実際のコンテンツが送信されま
す。

CIFS サーバで BranchCache を無効にしたあとは、 SMB 共有で BranchCache の機能がアドバタイズされな
くなります。新しい SMB 接続でデータにアクセスするには、通常の SMB 読み取り要求を行います。

BranchCache は、 CIFS サーバでいつでも再度有効にすることができます。

• BranchCache ONTAP を無効にしてもハッシュストアは削除されないため、要求されたハッシュがまだ有
効であれば、 BranchCache を再度有効にしたあとに、格納されたハッシュを使用してハッシュの要求に
応答することができます。

• BranchCache 対応の共有に対する SMB 接続を確立したクライアントで接続を確立したときに
BranchCache が無効になっていたクライアントの場合には、以降に BranchCache を再度有効にしても、
BranchCache のサポートは有効になりません。

これは、 SMB セッションのセットアップ時に共有に対する BranchCache のサポートが通知されるから
ONTAP です。BranchCache を無効にしたときに BranchCache 対応の共有に対するセッションを確立し
ていた場合、その共有のキャッシュされたコンテンツを使用するには、いったん切断してから再接続する
必要があります。

CIFS サーバで BranchCache を無効にしたあとにハッシュストアを保存しておく必要がない場
合は、手動で削除することができます。BranchCache を再度有効にするときは、ハッシュスト
アのディレクトリが存在することを確認する必要があります。BranchCache を再度有効にする
と、 BranchCache 対応の共有で BranchCache の機能がアドバタイズされるようになりま
す。BranchCache 対応クライアントから新しい要求が行われると、 ONTAP によって新しいハ
ッシュが作成されます。

BranchCacheを無効または有効にする

Storage Virtual Machine（SVM）でBranchCacheを無効にするには、BranchCacheの動
作モードをに変更します。 `disabled`BranchCache サービスを共有単位で提供するか、
すべての共有で自動的に提供するように動作モードを変更すると、いつでも
BranchCache を有効にすることができます。
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手順

1. 該当するコマンドを実行します。

状況 入力するコマンド

BranchCacheを無効にする vserver cifs branchcache modify

-vserver vserver_name -operating-mode

disable

共有ごとに BranchCache を有効にします vserver cifs branchcache modify

-vserver vserver_name -operating-mode

per-share

すべての共有で BranchCache を有効にします vserver cifs branchcache modify

-vserver vserver_name -operating-mode

all-shares

2. BranchCacheの動作モードが目的の設定になっていることを確認します。 vserver cifs

branchcache show -vserver vserver_name

例

次の例では、SVM vs1でBranchCacheを無効にします。

cluster1::> vserver cifs branchcache modify -vserver vs1 -operating-mode

disable

cluster1::> vserver cifs branchcache show -vserver vs1

                                 Vserver: vs1

          Supported BranchCache Versions: enable_all

                      Path to Hash Store: /hash_data

          Maximum Size of the Hash Store: 20GB

Encryption Key Used to Secure the Hashes: -

        CIFS BranchCache Operating Modes: disable
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コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
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